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第１学年 算数科学習指導案 
 

日 時 平成 ２０年１０月１０日 (金) ５校時 
児 童 １年１組 男１６名 女１３名 計２９名 

                   指導者 Ｔ１ 今野 美紀  Ｔ２ 渡邉 里絵 
 
１ 単元名  ９ たしざん（東京書籍 １年 ｐ６７～７１）） 
 
２ 単元について 
（１） 教材について 

本単元は，学習指導要領第 1学年[Ａ 数と計算]（２）「加法及び減法の意味について理解し，
それらを用いることができるようにする。」を受け，「1位数どうしの繰り上がりのある加法計
算の仕方を理解し，それを用いることができる。」ことをねらいとしている。 
加法計算は，これまでに 1位数＋1位数，１０＋1位数などの計算で，いずれも繰り上がり
のない計算を扱ってきた。また，前単元で３口の加法を取り上げたが，これは本単元の繰り上

がりのある計算に有効にはたらくことを意図したものである。 
本単元では，上記の学習をもとにして，１位数に１位数をたして繰り上がりのある加法計算

の方法について指導する。繰り上がりのある計算は初出であり，次学年以降で学習する加法の

筆算の基礎となるもので，第 1学年の大変重要な内容である。 
 

（２） 児童について 
学級のほとんどの児童は，繰り上がりなしの加法計算では，意味を考え立式し計算できるよ

うになっている。しかし，自分の力で問題を解決したり，筋道を立てて計算の仕方を説明した

りすることができる児童はまだ少数であり，数学的な考え方ができるようにペア学習をしたり，

ブロック操作や計算手順についての話し方を示したりして指導しているところである。また，

１０の合成・分解や１０以上の数の構成の定着にも個人差がある。 
 

〔レディネステストの結果〕 
番号 問題内容      正答率  備考 
１ ４＋５ １００％  
２ １０＋８ ９７％  
３ ９と□で１０ ９７％  
４ □と７で１０ ９３％ ７と□で１０だと分かる。 
５ ４は□と３ ８９％ 問われていることが理解できない。 
６ ９は□と２ ８６％ 問われていることが理解できない。 

 
（３） 指導にあたって 

ここで扱う計算は，被加数，加数ともに１位数であるが，１０に対する補数の見つけ方がポ

イントとなる。そこで，まず計算の流れが自然である加数分解による方法を取り上げて，「１

０をつくる」ことをしっかり理解させたい。しかし，計算方法は，被加数分解もあり，児童に

よってなじみやすい方法は一定ではない。どちらの方法も理解させ認めた上で，柔軟に対応で

きるようにしたい。 
協力指導については，１学期から常時ＴＴの形態で算数の授業を行っている。一人が一斉指

導を行いながら，もう一人がつまずきのある児童を中心に指導を行ってきている。 
本単元では，問題提示や学び合いの場面で，説明と操作方法の指導・板書のように役割分担

をすることにより，一方が児童の様子を観察でき，次への支援につなげることができるように

している。また，自力解決の発表の場において，学び合いを深めていく上で必要である別の解

決方法をあえて仕組むことにより，学習効果がより高められるようにしている。 
   本単元で身につけさせたい算数的表現力は，計算手順の説明をしながら算数ブロックを操作

する力であり，それは，加数分解による計算方法の意味理解を深めることにもつながることと



 2 

１年  ３年 

④あわせていくつ ふえるといくつ 
・加法の意味と記号 
・繰り上がりのない加法 

⑥１０よりおおきいかず 
・10＋３などの計算 

②何十の計算 
・数の構成に基づく加減計算 
 

③たし算のひっ算 
・２位数＋１,２位数＝２位数 
・加法の筆算形式 

⑤たし算とひき算の筆算 
・３位数＋２，３位数＝３，

４位数 

⑦暗算 
・２位数＋２位数の暗算 

考える。そのために，計算手順を言いながら算数ブロックの操作を繰り返す活動を入れている。

また，ペア学習の際に，聞き手を意識した話し方ができるように，説明の仕方について相互評

価をとりいれていきたい。 
 
３ 単元の目標 
   １位数どうしの繰り上がりのある加法計算のしかたを理解し，それを用いることができる。 
  ［関心・意欲・態度］ ・数の構成や１０に対する補数などの学習経験を生かして，１位数ど

うしの繰り上がりのある加法計算のしかたを進んで考えようとする。 
［数学的な考え方］  ・２０までの数の構成や１０に対する補数に着目して計算のしかたを

考える。 
  ［表現・処理］     ・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算ができる。 
  ［知識・理解］    ・１位数どうしの繰り上がりのある加法計算のしかたを理解する。 
 

４ 教材の関連と発展 
 
  ２年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 指導計画（１１時間扱い） 
基

礎

・

基

本 

〔学習指導要領〕１年・Ａ（２）ア・イ 

〔指導のポイント〕 

１ 加数分解・被加数分解の計算方法の理解 

（１）加数分解の方法～１０に対する補数を見つけて，「１０といくつ」と考える。 

（２）被加数分解の方法～被加数を分解する方法も，１０に対する補数を見つけて，「１０といく

⑧ふえたりへったり 
・簡単な３口の加法，減

法と混合 

本単元 たしざん 
・繰り上がりのある加法 

⑬たしざんとひきざん 
・順序数の加法 
・異種量の加法 
・求大 

⑥３けたの数 
・数の構成に基づく加法 

⑦計算のくふう 
・（  ）の意味 
・口数の多い加減混合の筆算 

⑧たし算とひき算のひっ算 
・２位数＋１，２位数＝３位数 

⑮たし算とひき算 
・減法逆の加法 

⑯そろばん 
・珠算の加法 
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つ」と考えていることを理解する。 

２ 加数分解と被加数分解の使い分け 

（１）１０のつくり方に弾力性を持たせ，式の数値に応じて考えやすい方法を用いる。 

評

価

規

準 

〔関〕数の構成や１０に対する補数などの学習経験を生かして，１位数どうしの繰り上がりの

ある加法計算のしかたを進んで考えようとしている。 
〔考〕２０までの数の構成や１０に対する補数に着目して計算のしかたを考えることができ

る。 

〔表〕１位数どうしの繰り上がりのある加法計算ができる。 
〔知〕１位数どうしの繰り上がりのある加法計算のしかたを理解する。 

授業で見取る評価規準 

時

間 
学 習 目 標 

指

導

形

態 

関心・意欲・

態度 

数学的な考

え方 
表現・処理 知識・理解 

１ 繰り上がりのある加法計算の基礎

となる「１０の合成分解」「１０い

くつの数構成」「３口の加法」の習

熟を図る。 

  １０の合成分解が

できる。 

10＋1 位数の計算が

できる。 

3口の加法計算がで

きる。 

 

２ 

本

時 

繰り上がりのある加法計算で，算

数ブロックの操作を通して，加数

分解して計算する方法を理解す

る。 

加数分解による

考え方で，算数

ブロックの操作

ができる。 

加数分解によ

る考え方で，算

数ブロックの

操作を理解し

ている。 

３ 

４ 

繰り上がりのある加法計算の仕方

（加数分解）を言語化し，確実に

計算することができる。 

 

 

繰り上がりのあ

るたし算の仕方

について，10 の

まとまりに着目

して考えようと

している。 

繰り上がりのあ

るたし算の仕方

について，10 の

まとまりに着目

して考えてい

る。 

 

 

 

 

 

  

加数分解による

計算が確実にで

きる。 

被加数が８，７

の場合でも，10

のまとまりを

つくればよい

ことを理解し

ている。 

５ 繰り上がりのある加法計算の仕方

に被加数分解の方法があることに

気づき，その良さを知ることがで

きる。 

６ 繰り上がりのある加法計算で，被

加数が加数より小さい場合に，被

加数分解の方法を言語化して活用

できる。 

既習の計算方法

を活用し，1 位数

どうしのたし算

の仕方を考えよ

うとしている。 

被加数，加数の

大小に着目しな

がら，10 のまと

まりをつくるこ

とを考えてい

る。 

被加数分解によ

る計算ができ

る。 

被加数分解に

よる計算の仕

方を理解して

いる。 

７ 繰り上がりのある加法計算で，被

加数と加数の大きさに応じて加数

分解と被加数分解の方法を使い分

けて計算することができる。 

概

念

・ 

定

着

型

Ｔ

Ｔ 

被加数と加数の

大きさに応じて

2 つの方法を使

い分けようとし

ている。 

被加数と加数の

大きさに応じ

て，10 のまとま

りをつくること

を考えている。 

加数分解と被加

数分解の方法で

計算ができる。 

 

８

～

11 

加法の計算能力を高める。 習

熟

度

型

TT 

計算カードを使

った練習に取り

組もうとしてい

る。 

 繰り上がりのあ

る 1 位数どうし

の加法計算が確

実にできる。 
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６ 本時の指導 
（１）目 標  繰り上がりのある加法計算で，算数ブロックの操作を通して，加数分解して計算する

方法を理解する。〔知識・理解〕 
 
（２）評価規準 

具体の評価規準 
評価規準 

A B 支援 
繰り上がりのある

加法計算で，算数ブロ

ックの操作を通して，

加数分解して計算す

る方法を理解する。 

  （観察・発言） 

加数分解の計算手順を

言いながら，算数ブロッ

クを操作し，答えを出す

という活動が，一連の流

れとしてスムーズにで

きる。 

加数分解の計算手順を

言いながら，算数ブロッ

クを操作し，答えを出す

ことができる。 

計算手順のカードを手

がかりに，手順を確認

させながら，ブロック

操作をし，答えを考え

させる。 

 
（３）展開    

教師の働きかけ 段

階 学習内容と活動 T１ T2 

つ
か
む 

（
８
分
） 

１ 問題を把握する。 
 
 
 
 
 
 
・分かっていること，求めること

を確認する。 
・立式する。 ９＋４ 

 
 
・既習のたし算との違いを確認す 
る。 

 
２ 課題を把握する。 
 
 
 

・問題文を提示する。 
   
 
 
 
 
 
・立式の要素を整理し，立式

につなげる。 
・立式の根拠（「合わせて」

だからたし算）を確かめ

る。 
・既習のたし算と比較し，答

えが１０より大きくなる

ことに気づかせる。 
 

・問題文に合わせながら挿

し絵を提示する。 
 
 
 
 
 
 
 
・既習のたし算を復習す

る。 
 
 
 
 
 

み
と
お
す
（
２
分
） 

３ 解決方法の見通しをもつ。 
・算数ブロック，頭 

 
 

  

 

４ 課題解決をする。 
（１） 自力解決をする。 
 ・数えたしをする。 
 ・１０のまとまりをつくる 
 
 

 
・自力解決の様子を観察しな

がら，発表者を決める。 
［１０のまとまりをつくる］→ブロック・頭 

 
・解決の見通しの立たない

児童には，教科書の吹き

出しを手がかりにして，

１０のまとまりをつくる

ことに気づかせる。 

９＋４のけいさんのしかた

をかんがえよう。 

みきさんはどんぐりを９

こ，たけしさんは４こひろい

ました。 
 あわせてなんこひろいまし

たか。 
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か
ん
が
え
る
（
２
０
分
） 

（２） 発表し合う。 
 ・１０のまとまりをつくる方法 
           （児童から） 
 ・数えたしの方法（Ｔ2から）  
 
（３）学び合いをする。 
 ・共通点について話し合う。 
 ・相違点について話し合う。 
  
・よりよい解決方法について話し

合う。 
 
 
 
 
 
 
 

５ 計算手順を確かめる。 
①９はあと１で１０。 

 だから 
 ②４を 1と 3に分ける。 
 そして 
 ③９に１をたして１０。 
 ④１０と３で１３。 
 

 
・一人で計算の手順を言いながら

算数ブロックの操作を繰り返し

行う。 
 
・ペア学習で計算の手順を言いな

がら算数ブロックの操作を行

う。 
 

  
 
 
 
 
 
・答えは同じであるが，求め

方が違うことに気づかせ

る。 
・なぜ１０のまとまりを作っ

たのかを発表させ，１０の

まとまりを作る良さを全

体に理解させる。 
・１０のまとまりを作る方法

をブロック操作で示し，Ｔ

2の行う数えたしの方法と
比較させる。 

 
 
 
 
・計算の手順を言いながら算

数ブロックの操作を繰り

返すことにより，「10のま
とまりをつくる」ことを強

く意識させる。 
 
・計算の手順を言えない児童

には，計算手順のカードを

渡し，練習させる。 
 
・説明の仕方について相互評

価をさせ，聞き手に分かり

やすく話そうとする意識

を持たせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・数えたしの方法をブロッ 
ク操作で示し， Ｔ1の行
う 10 のまとまりを作る
方法と比較させる。 

 
 
 
 
・Ｔ1の説明に合わせて，
算数ブロックの操作を

行い，視覚的に理解させ

る。 
 
 
・計算の手順を言えない児

童には，計算手順のカー

ドを渡し，練習させる。 

た
し
か
め
る
（
８
分
） 

６ 練習問題（②③の問題）を解く。 
・説明をしながら算数ブロックの

操作をする。 
②９＋３ 
 
③９＋５  ９＋６ 
９＋７  ９＋８ 

 
 
 

（窓側） 
・計算の手順を言いながら，

算数ブロックの操作をする

ことができているかを確か

める。 
    （観察・記録） 
・計算の手順を言えない児童

には，計算手順のカードを

渡し，練習させる。 

（廊下側） 
・計算の手順を言いなが

ら，算数ブロックの操作

をすることができてい

るかを確かめる。 
    （観察・記録） 
・計算の手順を言えない児

童には，計算手順のカー

ドを渡し，練習させる。 
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ま
と
め
る
（
７
分
） 

７ 学習のまとめをする。 
・まとめを書く。 

 ９＋４のけいさんは，１０のまと

まりをつくって，こたえをだす。 
 
８ 振り返りをする。 
・感想を発表する。 

 
 
 
 
 
 

９ 次時の学習の見通しを持つ。 

 
・まとめを板書する。 
 
 
 
 
・分かったことや感想を発表

させる。 
 
 
 
 
 
・１０のまとまりをつくる方

法で，たし算の計算練習を

行うことを伝える。 
 

 
・まとめをノートに書いて

いるか確かめる。 
 
 
 
・本時の児童の学習の様子

から，「表現力」「１０の

まとまりをつくる」とい

う点において良かったこ

とを紹介することによ

り，次時への意欲につな  
げる。 

 
（４）板書計画 
 10／10  たしざん                       まとめ 
かだい   9＋4のけいさんのしか 
たをかんがえよう。                           

                                   
①                                 
                                  れんしゅう  

しき ９＋４＝１３       □□□□□□□□□←□ □□□    ② 
                                   
こたえ １３こ                                                     ③ 
                                     

ほうほうブロック あたま                            
                                     
 
                                     
                                      

問題文  

けいさんのしかた         

①９はあと１で１０。 
②４を１と３にわける。     

③９に１をたして１０。 
④１０と３で１３。 

 ９＋４のけいさん

は，10 のまとまりを
つくって，こたえをだ

す。 

発表 

（評）加数分解の手順を言いながら，算数ブ

ロックを操作することができたか。 

９＋５＝ 
９＋６＝ 
９＋７＝ 
９＋８＝ 

９＋３＝ 


